
はじめに

ミミズ（貧毛綱，環形動物門）やヤスデ（ヤスデ
綱，節足動物門）など，体幅が 2 mm以上となる土壌
動物を一般に大型土壌動物という．大型土壌動物のう
ちミミズの仲間は，多くの生態系でバイオマスが最も
大きく，生態系を構成する他の生物への影響が大きい
ため，土壌の生態系エンジニアである（金子, 2018）．
ミミズの仲間が，落葉や落枝のような生物遺骸（有
機物）を摂食する分解者としての役割を生態系内で
担っていることは，広く知られている（Orgiazzi et 
al., 2016）．この摂食の過程が，単に分解というだけ
でなく，土壌のさまざまな特性に影響を与える点につ
いて，近年になり理解が深まりつつある（Mathieu et 
al., 2022; Angst et al., 2024）．例えば，有機物を摂食
する際に，有機物だけでなく鉱質土壌を一緒に摂食す
る土壌動物も少なくない（van Groenigen et al., 2019; 
Joly et al., 2020など）．この摂食は有機物と鉱質土壌
を混ぜ合わせ，土壌団粒として排泄された糞は, 有機
物の安定化や土壌の保水性・透水性，栄養塩循環など
の物質循環・水文プロセスに影響する（荒井, 2017）．
例えば，ミミズが生成した土壌団粒は，周囲の土壌と
比べて物理的に安定性が高いため，有機物を土壌に長
期的に留める効果を持つと考えられている（Arai et 
al., 2013）．つまり，ミミズは二酸化炭素やメタンの
ような温室効果ガスの元となる炭素を中長期的に土壌
中に蓄えることに一役買っているわけである．世界の
土壌中に蓄える炭素を毎年0.4%（ 4 ‰）ずつ増やして
いけば，人為的に増加した大気中の二酸化炭素を相殺
できるという考え方が，気候変動緩和策「 4 パーミ

ル・イニシアティブ」として，2015年の国連気候変動
枠組条約第21回締約国会議（COP21）で提唱されてい
る（Chabbi et al., 2017）．気候変動が進む現代に，大
型土壌動物により炭素が土壌に蓄えられる機能がにわ
かに注目されるようになり，その機能を理解しようと
する研究が多く行われるようになりつつある．

ミミズは，生息している土壌の層や食性により 3
種類の生活型に大別でき，その生活型はミミズの土
壌改変機能を検討する上で重要である（南谷, 2018; 
Hallam & Hodson, 2020）．ミミズの生活型の 3 種類と
は，表層性種（epigeic）と地中性種（endogeic）, 表
層採食地中性種（anecic）である（図 1 ）．表層性種
は，主に落葉層に生息し，養分に富んだ落葉を摂食す
る．地中性種は，主に土壌層に生息し，栄養の乏しい
土壌を摂食する．表層採食地中性種は，主に土壌層で
孔道を作って生息し，地表の孔道の開口部に落葉を集
積した落葉溜めを作る．表層で落葉だけを食べている
表層性種よりも，落葉と鉱質土壌を混ぜ合わせる地中
性種や表層採食地中性種の方が，ミミズの土壌改変機
能は一般に大きい．このように，種により異なる生活
型は，ミミズの土壌改変機能と深く関わりがあるた
め，ミミズの土壌改良機能を理解する上で，その土地
にどの種のミミズが存在しているか把握することが重
要である．

ミミズの仲間の研究史は古く，「種の起源」を著し
たCharles Darwinも研究対象としてきた生物である

（Darwin, 1892）．にもかかわらず，福井県内で採集さ
れたミミズで種まで同定された記録は，我々が知る
限りでは，ハッタミミズDrawida hattamimizuとフト
スジミミズAmynthas vittatusの 2 種しかいなかった 
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（上西, 2010; Minamiya et al., 2011; 渡辺・南谷, 
2014）．日本海に接する福井県は，冬季に乾燥する太
平洋側の地域と比べて, 年間を通して降水があり湿潤
である（三浦・利田, 2015）．このため，乾燥に対して
脆弱なミミズにとっては過ごしやすい環境といえるだ
ろう．福井県大飯郡おおい町と接する京都大学芦生研
究林では，17種のミミズが採集・記録されている（渡
辺, 2023）．このため，福井県内でも同程度の種数のミ
ミズが分布していると考えられる. 本稿では，これま
でに福井県内で記録・採集されたミミズを整理し，種
リストを記載する．本稿を通じて，より多くの人が土
壌動物や土壌生態系に興味をもち，情報収集が加速さ
れることを期待している.

採集記録：種同定は，すべて南谷により行われた．
フトミミズ科Megascolecidae
ヒナフトミミズ Amynthas micronarius（地中性種）

美浜町栗柄　1ex. 3-Ⅷ-2008　南谷幸雄採集

フキソクミミズ Amynthas tokioensis（表層性種）
永平寺町上浄法寺町　浄法寺山　4exs. 31-Ⅶ
-2008　南谷幸雄採集

フトスジミミズ Amynthas vittatus（表層性種）
永平寺町上浄法寺町　浄法寺山　4exs. 31-Ⅶ
-2008　南谷幸雄採集（Minamiya et al. ［2011］ で
使用した標本を含む）

メガネミミズ Metaphire acincta（地中性種）
美浜町栗柄　2exs. 3-Ⅷ-2008　南谷幸雄採集

大野市面谷　九頭龍湖畔　2exs. 31-Ⅶ-2008　南
谷幸雄採集
大野市南六呂師 自然保護センター構内 2exs. 17-
Ⅸ-2024　角田智詞採集

ハタケミミズ Metaphire agrestis（表層性種）
永平寺町上浄法寺町　浄法寺山　4exs. 31-Ⅶ
-2008　南谷幸雄採集
美浜町栗柄　2exs. 3-Ⅷ-2008　南谷幸雄採集

ヒトツモンミミズ Metaphire hilgendorfi（表層性種）
美浜町栗柄　1ex. 3-Ⅷ-2008　南谷幸雄採集

アオキミミズ Metaphire soulensis（表層性種）
永平寺町上浄法寺町　浄法寺山　1ex. 31-Ⅶ
-2008　南谷幸雄採集

ツリミミズ科 Lumbricidae
サクラミミズ Eisenia japonica（地中性種）

永平寺町松岡兼定島　福井県立大学構内 2exs. 5-
Ⅻ-2023　角田智詞採集
あわら市二面　福井県立大学構内 2exs. 23-Ⅳ
-2024　角田智詞採集

クロイロツリミミズ Aporrectodea trapezoides（地中性種）
永平寺町松岡兼定島　福井県立大学構内 3exs. 5-
Ⅻ-2023　角田智詞採集
あわら市二面　福井県立大学構内 1ex. 23-Ⅳ
-2024　角田智詞採集

図1.	 3種類に分けられるミミズの生活型．表層性種は，主に落葉層に生息し，養分に富んだ落葉を摂食する．地中性種は，主に土
壌層に生息し，栄養の乏しい土壌を摂食する．表層採食地中性種は，主に土壌層で孔道を作って生息し，地表の孔道の開口部
に落葉を集積した落葉溜めを作る．金子（2007）より引用．
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終わりに

すでに文献で報告されていたハッタミミズとフトス
ジミミズの 2 種に加え，我々自身が採集した 8 種を加
えた少なくとも10種の陸生大型ミミズが，福井県内に
は分布していることがわかった．これ以外にも，種同
定に至っていない標本も存在しており，今後も継続し
た調査と報告が望まれる．最後に，なぜこれまで福井
県ではミミズが種レベルで記載されてこなかったかと
いう点に触れておきたい．第一に，専門とする研究者
がアクセスしにくかった点が挙げられる．今でこそ北
陸新幹線一本で首都圏からアクセスできるようになっ
た福井県だが，土壌動物の調査が盛んだった1960-70
年代には，大都市圏の人間がアクセスするには不便な
場所だったため，調査地とされてこなかったのだろう

（新島渓子博士私信）．第二に，専門でない人にとっ
て，ミミズの種同定は難しい点が挙げられる．福井県
内における土壌動物相の調査でミミズが採集されて
も，種まで同定されずに扱われる記録も少なくなかっ
た（須摩ら, 2002；梅村, 2023など）．この点について
は，本稿のような種リストの作成・整理が，同定の手
助けとなると期待される．太平洋側と異なり，土壌動
物が過ごしやすい気候である福井県には，まだ未記録
のミミズも生息していると考えられる．今後も，ミミ
ズ相の把握のためにさらなる調査が望まれる．情報を
お持ちの方は, 我々にお気軽にご連絡いただけたら幸
いである.
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Records of large terrestrial earthworms in Fukui 
Prefecture, Japan
Tomonori TSUNODA, Shinya UMEMURA, Hirono 
UZAWA & Yukio MINAMIYA

Abstract
Earthworms are soil ecosystem engineers because 
of their large effects on other organisms. However, 
to the best of our knowledge, only two species of 
earthworm, Drawida hattamimizu and Amynthas 
vittatus, have been collected and identified to species 
in Fukui Prefecture. Therefore, we newly report 
here the eight species which we collected and 
were able to identify. These nine species included 
endogeic species that have a significant effect on soil 
modification. In addition to the nine species, there are 
other specimens that have not yet been identified to 
species, so continued study is needed.

Key words

ecosystem engineer, endogeic species, Lumbricidae, 
Megascolecidae, soil ecosystem
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